





















ているが，パリ大審裁判所 1992年 10月23日判決2)，パリ控訴審回目年 7
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丹13日判決3)，破接続 1994年 6月22日判決心のいずれの段階でも，毒殺罪
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によって， HIV (こ感染していることを知らない 2人の女性に HIVを感染さ
せた行為について，人の身体の完全性ぞ筈する物質の投与努(刑法222ω15
条)の適用を認めた破設院 2006年 l月10日判決が大いに注目される結采と
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議 58頁以下参照。
54) フランスの緊急遊緩については，C.Mぉcala，Faits justic仙台 Etatde necessite， 
Jurisωd日間Irpenale， Art 122-ス2003，pp. 1 ets.ぞ参照c
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(成文裳.2012) 271頁参照。
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62) 大塚仁他編・前掲 F大コンメンターノレ刑法〔第2絞〕第7巻〔米潔敏雄九 347頁
以下参照。
63) 簿藤・前掲番389頁。
IV おわりに
フランスでは， HIV感染と刑法ぞめぐってこれまでに様々な観点から議
論がなされてきた。 ドイツやベルギーなど他のヨーロッパ諸国においても，
閉じことがいえる。しかしながら，わが盟においては， HIV感染と刑法を
めぐっては，薬害エイズ事件以外にはほとんど議論がなされてこなかったと
いっても過言ではないであろう。
フランスにおいては， HIV感染と刑事賞授に関して，毒殺努，人の身体
の完全性を害する物質の投与罪等の適用をめぐって議論が活発になされてき
たが，このような規定をもたないわが国で、は，プランスの議論が麗接的には
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HIV感染をめぐる刑法上の諮潟是喜一一フランスの議論'e素材として
参考になることはないともいえる。ただ， HIV感染と刑法については，国
際的には多くの法律問題が議論されるような状況にある。フランスでは，
HIVの性的行為による意臨的な感染事例について，不可罰という結論をと
るのではなく，人の身体の完全性を害する物質の投与罪ぞ適用し剤事制裁を
もって対応している。狂IV感染者への治療はかなり進んできており，治療
を謎続することによって死の危換を?減少させることができるようになってき
ているとはいえ，感染前の健康状態とは全く向ーではないことは明らかであ
る。このようなことを考慮して， HIVの性的行為による意間的な感染を不
可罰とする見解は実務では支持ちれていない。フランスでは HIV感染対策
は非常に重要な課題として取り組むべきであるとの認識が政府と国民によっ
て共有されており，性的行為というかなりプライベートな場酉においても，
一定の場合には刑法が介入すべきであるという姿勢が示されているといって
よいであろうし，妥当な解決策であると盟、われる。
わが留においても， HIV感染者が減少せず，かなりの感染者が存荘して
いる以上，日IVの故意による感染の事案が今後提起されることも想定して
おかなければならない。そのような観点から， HIV感染と刑事責任をめぐ
るフランスの議論から学ぶものは少なくないと考える。
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